
 

 

 

 

 

 

第 ６ ５ 号 議 案  

 

 

調 停 の 申 立 て 及 び 調 停 不 成 立 等 の 場 合 に お け る 訴

え の 提 起 に つ い て  

 

 

上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。  

 

 

 

令 和 ６ 年 ６ 月 １ ２ 日  

 

 

 

提 出 者  新 宿 区 長   吉 住  健 一  

 

  



 

 

調 停 の 申 立 て 及 び 調 停 不 成 立 等 の 場 合 に お け る 訴 え の  

提 起 に つ い て  

    

下 記 の と お り 調 停 の 申 立 て を し 、 調 停 が 不 成 立 等 の 場 合 に お い て

は 訴 え を 提 起 す る も の と す る 。  

 

記  

 

１  当 事 者  

申 立 人  東 京 都 新 宿 区 歌 舞 伎 町 一 丁 目 4番 1号  

    新 宿 区  

相 手 方  東 京 都 新 宿 区 （ 記 載 削 除 ）  

    （ 記 載 削 除 ）  

２  申 立 て の 趣 旨  

相 手 方 は 、 申 立 人 が 所 有 す る 土 地 （ 以 下 「 申 立 人 所 有 土 地 」 と

い う 。 ） に 設 置 さ れ た 擁 壁 （ 以 下 「 本 件 擁 壁 」 と い う 。 ） を 越 え

て 相 手 方 が 所 有 す る 土 地 （ 以 下 「 相 手 方 所 有 土 地 」 と い う 。 ） か

ら 申 立 人 所 有 土 地 に 張 り 出 し て い る 樹 木 （ 以 下 「 本 件 樹 木 」 と い

う 。 ） の 枝 （ 以 下 「 本 件 越 境 樹 枝 」 と い う 。 ） を 切 除 す る 。  

３  申 立 て の 理 由  

⑴  申 立 人 は 、 申 立 人 所 有 土 地 を 敷 地 と し て 新 宿 区 立 （ 記 載 削 除 ）

小 学 校 （ 以 下 「 本 件 小 学 校 」 と い う 。 ） を 設 置 し て い る 。  

⑵  申 立 人 所 有 土 地 と 相 手 方 所 有 土 地 に は 高 低 差 が あ り 、 相 手 方

所 有 土 地 の 方 が 約 2ｍ 上 部 に 位 置 し て い る 。 相 手 方 所 有 土 地 に

は 多 種 の 本 件 樹 木 が 植 え ら れ て い る が 、 そ の う ち 2本 の 大 木 は 、

土 地 の 高 低 差 も 加 わ っ て 、 高 さ 約 12ｍ の 本 件 小 学 校 の 屋 上 を 超

え る 程 で あ る 。  

⑶  本 件 擁 壁 と 本 件 小 学 校 の 間 は 、 児 童 及 び 学 校 関 係 者 が 日 常 的

に 使 用 す る 通 路 （ 以 下 「 本 件 通 路 」 と い う 。 ） と な っ て い る ほ

か 、 児 童 の 学 習 の 場 と し て も 活 用 さ れ て い る 。  

⑷  本 件 樹 木 は 本 件 擁 壁 を 越 え て 本 件 小 学 校 の 方 向 に 枝 を 張 り 出

す 形 で 生 育 し 続 け て お り 、 本 件 越 境 樹 枝 は 本 件 小 学 校 の 3階 教

室 の 窓 に 接 触 す る に と ど ま ら ず 、 教 室 内 に ま で 及 ぶ 勢 い で 伸 長



し て い る 。 ま た 、 本 件 樹 木 の 枯 れ 枝 や 枯 れ 葉 は 、 本 件 通 路 に 落

下 す る こ と が あ り 、 通 行 中 の 児 童 の 頭 上 に い つ 落 ち て く る か 、

枝 の 先 が 児 童 に 刺 さ っ た り 当 た っ た り し な い か 、 落 ち て い る 枝

に 児 童 が つ ま ず い て 転 ん だ り し な い か 等 、 児 童 の 身 体 へ の 危 険

が 危 惧 さ れ る 状 態 が 続 い て い る 。 さ ら に 、 葉 が 生 い 茂 る 時 期 に

は 教 室 の 窓 も 開 け ら れ な い 状 況 と な っ て い る 。  

⑸  本 件 小 学 校 で は 、 児 童 の 安 全 ・ 安 心 な 学 校 生 活 の 確 保 の た め 、

年 間 を 通 し て 児 童 の 登 校 前 に 本 件 通 路 の 清 掃 を 行 う こ と を 長 年

余 儀 な く さ れ て い る ほ か 、 本 件 通 路 に 面 す る 窓 を 極 力 開 け ず に

授 業 せ ざ る を 得 な い な ど 、 安 全 な 教 育 環 境 の 保 持 に 加 え 、 学 校

教 育 の 実 施 に も 具 体 的 な 支 障 が 生 じ て い る 。  

⑹  本 件 小 学 校 で は 、 本 件 越 境 樹 枝 の 切 除 が 急 務 で あ る と の 課 題

が 認 識 さ れ て き て お り 、 相 手 方 と の 間 で 本 件 越 境 樹 枝 の 切 除 に

係 る 交 渉 が 継 続 的 に な さ れ て き た 。 と こ ろ が 、 申 立 人 の 度 重 な

る 要 請 に も か か わ ら ず 、 相 手 方 は 本 件 越 境 樹 枝 を 切 除 し な か っ

た 。  

⑺  そ こ で 、 申 立 人 は 、 相 手 方 に 対 し て 、 令 和 6年 4 月 1 0 日 到 達

の 書 面 を も っ て 、 同 月 30日 ま で に 本 件 越 境 樹 枝 を 切 除 す る よ う

催 告 す る と と も に 、 同 期 限 ま で に 切 除 さ れ な い と き は 、 や む な

く 調 停 そ の 他 第 三 者 機 関 を 通 し た 手 続 に 移 行 せ ざ る を え な い 旨

の 意 思 表 示 を し た 。  

⑻  し か し 、 相 手 方 は 当 該 催 告 に も 応 じ な い の で 、 申 立 て の 趣 旨

の と お り 本 件 越 境 樹 枝 の 切 除 を 求 め る 。  

４  調 停 不 成 立 等 の 場 合 の 方 針  

 ⑴  本 件 調 停 が 成 立 し な か っ た 場 合 等 目 的 を 達 す る こ と が で き な

か っ た 場 合 は 、 裁 判 所 に 越 境 樹 枝 切 除 請 求 の 訴 訟 を 提 起 す る も

の と す る 。  

 ⑵  上 記 ⑴ の 訴 訟 に お い て 必 要 が あ る 場 合 は 、 上 訴 す る こ と が で

き る も の と す る 。  

 ⑶  本 件 調 停 又 は 上 記 ⑴ 及 び ⑵ の 訴 訟 に お い て 必 要 が あ る 場 合

は 、 和 解 す る こ と が で き る も の と す る 。  

         

 （ 提 案 理 由 ）  

相 手 方 が 所 有 す る 土 地 か ら 新 宿 区 立 （ 記 載 削 除 ） 小 学 校 の 敷 地 に

張 り 出 し て い る 樹 木 の 枝 を 切 除 す る 必 要 が あ る た め  


